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本資料における業績予想及び将来の予想等に関する記述は、
現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、潜在的
なリスクや不確実性が含まれております。
従って、実際の業績は、様々な要因により、これらの業績とは
異なることがありますことをご承知おき下さい。



連 結

２０１１年３月期 第１四半期実績２０１１年３月期 第１四半期実績

単位：億円

売上高

営業利益

経常利益

当期利益

２０１１／３月期

①

第１四半期

８９４

２５

１０

１５

前年比
増減額

＋９９

＋７３

＋３４

＋７９

２０１０／３月期

８１５

▲７４

▲２４

▲５８

第１四半期



前年第１四半期比売上・営業利益の概況前年第１四半期比売上・営業利益の概況
②

営業利益：▲７４億→２５億（＋９９億）

売上：８１５億→８９４億（＋７９億）

◆システム：＋１０億

◆システム：増益額全体の１０％

◆コンシューマ：増益額全体の８０％

◆コンシューマ：＋９０億

◆その他：－２１億

◆その他：増益額全体の１０％



第１四半期の概況第１四半期の概況 ③

◆デジタルカメラ

◆時 計

・北米、アジアを軸に海外で大幅な増収

◆電子辞書

→Ｇ-ＳＨＯＣＫ、ＥＤＩＦＩＣＥの販売好調

・欧州、中国を軸に海外で販売強化

→中国電波時計順調に推移

・国内：圧倒的なシェア確保（金額ベースでシェア７０％超）

・海外：中国売上順調に拡大

・売上、利益ともに計画どおり推移



連 結

２０１１年３月期 第２四半期累計・通期決算予測２０１１年３月期 第２四半期累計・通期決算予測

単位：億円

売上高

営業利益

経常利益

当期利益

前年比
増減額

２０１１／３月期

＋１９９

＋１６９

＋１２９

④

－１７３

第２四半期累計

１，８００

５０

２０

４０

通期

３，７５０

１５０

１３０

７０

前年比
増減額

＋４４３

＋３８１

＋２８０

－５２９



第２四半期の事業戦略第２四半期の事業戦略

◆電子辞書

⑤

◆時 計

◆デジタルカメラ

・G-SHOCKブランド強化に向けてSHOCK THE WORLDの拡大

・OCEANUS、EDIFICE中心にメタルアナログの強化

・中国の売上拡大加速

・欧州、アジア（中国）の売上拡大

・ダイナミックフォトの進化
（背景動画の時間幅拡大、複数動画対応、ＴＶＣＭ）

・用途提案強化（高速連写→ゴルフフォームチェック機能）

・ライフスタイル別売場作り

→カラーモデルの本格展開



下期の事業戦略下期の事業戦略 ⑥

◆時 計

◆デジタルカメラ

・女性向けメタルアナログ電波時計のラインアップ拡充

・SHOCK THE WORLDのアジア、新興国での展開

・差別化技術による新ジャンル創出

→新ｴﾝｼﾞﾝ、GPS+ﾓｰｼｮﾝｾﾝｻｰ搭載の新製品投入

◆新規事業

・アートフレームの販売開始



売上高

セグメント別売上・営業利益セグメント別売上・営業利益
単位：億円

通期

２０１１／３月期（５５期）

システム

その他

合計

営業利益
コンシューマ

システム

調整額

合計

２，８７０

３８０

３，７５０

２２７

▲５５

１５０

▲２２

連 結

＜ご参考＞

第１四半期
実績

９６

９０

８９４

４５
▲１２

▲９

２５

７０８

５００

第２四半期累計

１，３９０

２２０

１９０

１，８００

８７
▲１２

▲２５

５０

デジタルカメラ、時計、電子辞書

電卓、楽器

コンシューマ※

その他 ０１ ０

※コンシューマ売上内訳(通期）：デジタルカメラ１，０００億、時計８６０億、その他１，０１０億



ＥＮＤ


